
おねしょは、夜間就寝中につくら

れる尿の量と、尿をためる膀眺

の大きさとのノヾランスがうまく

とれてしヽなしヽ場合に起こります。

つくられる尿の量が多すぎた

り、膀眺が小さすぎたりすると、

おねしょの原因になります。

幼児期は「おねしょ」があつても必ずしも病気とは言えませんが、

5～ 6歳を過ぎても月に数回以上続く場合は「夜尿症」と診断さ

れ、治療が必要な場合があります。

5歳で5人に1人 (約 20%)、 小学校高学年/10歳でも20人に1人

(約5%)ぐらいに「夜尿症」がみられます。

20

「夜尿症」は、精神的育成、QOL(生
渚の質)な どに負の影響をおよば

すことが矢日られています。お子さま

の健全な成長のためにも、できる

だけ早く治すことが望まれます。
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出典 :金子一成小児科診療 11:1437-41′ 2014
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いつごろ医師に相談すれば良いですか?

小学校入学前後でまだ「おねしょ」が続く場合は、「夜尿
症」のケースが多いです。医8雨に相談してみましょう。

医師のところではどのような治療をするのですか?

「夜尿症」治療のスタートは、生活習慣の改善です。夜ふか

しなどの不規則な生渚パターンの是正、夕方から寝る前の

水分の摂り方の工夫などを、医師の指導を受けて実施す

ることで、「夜尿症」の約2～3割は治ると言われています。

生活改善で効果が不十分な場合は、お薬による治療や

おねしょアラーム (濡れれば鳴るブザー)を用いた治療
を行しヽます。

∽
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「夜尿症」の治療はなぜ必要なのですか?

小学生以上での「夜尿」は、本人。ご家族の双方に、いろ

いろな悩み、問題を起こすこともあります。

例えば、「夜尿」が理由で、楽しいはずの宿泊行事への参

加をためらうことは、お子さまにとって、とてもかわいそ

うなことです。

治療しなしヽと大人になっても治らない方もいます。

治療をすることで、「夜尿」の問題を早く解決することは、

大きな意義があると言えます。
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河内 明宏 (滋賀医科大学 泌尿器科学講座 教授)/
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田中 幸代 (関 西医科大学 小児科学教室)/津ケ谷 正行 (大 野泌尿器科 理事長 /院長)/
津留 徳 (つるのぼるクリニック院長1/内 藤 泰行 (京都府立医科大学大学院医学研究科 泌尿器外引 学 講師)/
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「夜尿症」の治療は、医師

の指導のもと、生活改善、

そイ1でだめなら、お薬やそ

の他の方法で治療します。

積極的に治療に取り組む

ことで、夕夕くのお子さま

が、治療をしなしヽで様子を

みるよりも、早く「夜尿症」

の悩み。問題から解放さ

れています。

◆ 治療例 (n=310)

― 錬 鰯 ,1(命意66)
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Jヽ学生になつたら、夜尿症治療を。
6ヵ月後 1年後  2年後  相談する際には裏面を参照ください。
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0今までに6か月以上、おねしょがなかった期間の有無
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● おねしょの対策

□起こす  □おむつ・パッド・防水シーツ

□叱る   □その他 (

□一日の水分の取りかたを調節
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● お泊まりの行事の有無
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